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富城県嶋子混泉地域の沢然ガス
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　　ガスの主声戎分の組成上の特徴としては，次の諸，轄をあ

セずる《二とができるむ．

　　（碧　鐵申湿熟では（蒸〈義がおよそ70一総％にβ嚢してきわ

めてi多い。しかもそこのガスのC職；篤はおよそ纐講む

である　（第黛図の挑線を参照）．　窟た（二lloゴ篤はおよ

そ90：鱒である（第慧図の1）線を参照）．

　　嬢1　大鑓（L劔・醤熊2）と川渡（噂く温30℃〉グ）ガスはタ

第三紀末ないし第鱗紀の地騰中にある高ポテン／シヤルの

水溶’i盤ガスぴ）普通ぴ）組∫菰と構じ、である、、

　　縮〉　川1疲　　α諦鵜N乾　／夢1水す磁　5響C）のガス質は藩慧

が多くて嬢鑓慮が少、な1くラ　ガス水比の小さいこと、』考

えあわせて，水溶性ガスのガス質とほぽ一致している．

ただ，統霧一1恥的にやや細かくみれば，　懸馬1篤に較べ

て）羨llO議がわづ煎かにモ多い／襟じもする、，

　　鶴　馬揚温泉では，水溶性ガスを基準にすれば，

髪1『蕪ジN、診に較1べて明らか1こ，　ほぼ／0％《x）譲が多い。

　　纈　中由平のガス1憾こ産状を実際に著者らが、党ていない

ので確実にはいえないが，感じと／副ては水溶性蓑然ガス

のややポテンシヤルの低いガス質に似ている。

　　次に天然ガスの微量成分礪の特徴としては次の諸、ζ、1、丈を

　あげることができる．

　　ω灘斡は1王1申温泉にわずか存在する（○．○創％）．

　　魏　（1榛蟻は3測点いずれに璽）存在し，田中温泉では

0、37％轍達する。q残の一部は第撒紀緑色凝灰岩層中、

に挾在する黒色泥 嚢に細来する可能性もあるが，著者ら

はその泥葦をを髄鑓磁に題舞垂、ていない¢）で断定等1よできない。

　　㈹　秘焦は閏1掻癩よ泉に痕跡程鷹存在する。

　　纏）　鋒諜は水滋の低い大葬1（L｛瓢N瓶2）を序装き華○．00黛％

存巻三する。

　樹　醤㌶A灘は大舞（豊蝋〕．麹kき．黛〉では繊で抵ぼ大気平

穣蓄地下水の鱒醗に近マ・カ㍉　田中灘L泉　（L（》鵜鶉軌3）では

，9§とな！匹　明らかにN碧増力i1鋳窯起っている轍とがわか

る難

　遷．難　地下水と温泉水の質

　水グ）外観はおおむね婁炎黄褐色である、第慧表び）　K．熱藍捻

○義消繋量70撚霧μや，N載試一N鉱7m暮μから考える

と，この着・色は水溶性有機物によると思われる．そして

産」1犬からもこの地下ア弛はメタンガ’、スと！戎i瀬的に薯蒲妾に関

趨すると推．定される。水温の潟い田申温泉（歎ぬN（癖）

ではぐ翫が最も多い。これに対L、て，メタンガスの多

い二大縫（翌」（》c・N瓶2）などでは（｛諭齢が多く，鐘ぐ）詳㎜の少

ない特徴がある．

　地域全体轍｝疑〕○ガが多レ・のは，　ガス中にくx壕の多

マ・ことン趣らし℃当蟹ギぴと楚）る導

　轟藤　ガスの賦存状況

　測定嘉た坑井の地質と仕、撫げ状況の詳細がわかもない

ので，ガスの地下におけ櫛賦存状況は確実には把握でき

泰毒一一（3§暮）



宮城夢箋く鳴子灘象地威のヲミ燃ガス　（本、鶏公翼・米谷宏・匙留川幾）

ない。坑口における霧昆察によ潅鮎ば伊プ嚇二i（L飯纂N甑黛＞～

川渡（LOC講恥ほ）付近では，地下浅部（罰伽｝以浅〉に

C麹系のガスをもつ水溶性のガ還層があ肱それ以澱

では讐激泉の景¢響が強くあら薄れているように兇受1ナら

れる．本邦の湖成麟にある大部分ヂ）水溶性ガス鉱床は，

地表下岱○一鰍）撮（上諏訪では特に深くて瓢暮mに達し

ている）間に良好なガス／き聾をもっている緯で奮鳴子付近

でもこぴ）深度範囲内に（葺鳥系のガスが多いと考えてよ

さそうに思える・そしてこのような条牲下でガスが嘗在

するなむば，少数の測、点による観測によ噴ヲて，比較的広

い地」或にわたるガスおよび地』下水の状況を推二定する蔦と

が簿町倉鎗と、轡、濠つ浄しるQ

黍．論　　議

　この地域の天然ガス鉱揖の繕誤鍵懲三として成國的立場

かl　l述’・ミる賑

　ω　川渡付近のLo（、N叡麹第慧糞）は2ガス1馨　1が

きわめて少なく，ガス水比も小蔭い．Uたがってこのガ

ス組成中の醜は，C繊系天然ガス鉱床申で生成された

ものとしても説明できる、ただ，嬢慧峯懸饗から考えると，

わずかにむ儀が火成活動で供給された譲礁それはある。

Cヒはこのようにして供給された形跡は無く，駄が多

いに1かかわらず登総欝○．○00％の数値であることもよく

了角翠できる薙

　鱒川渡付近の池の例（第美表の高橋金！は，£灘蔓系

のガスを産し，（X㌔の火成濡動か群｝の影響はない・目水

中に（llレが少なく，ξ議難が多く鈴　後述の大1：ll（L（罵

No、鱒と同じ性格である。1地球化学的には，（駄瓢N甑／〉

のガス畷は　このガス層の下位にく愚と思われる。

　織　、鴨場濃泉（第獲表〉の婆3℃の混泉7Kを産細毒叫恐測、準乳

は，田申温泉（L艦NO藩〉と同．系統の傾向を示すと、懲わ

れる．すなわち，C蕪藁ガスの層に対して，火成源の

£1犠の供給が若刊難立ち，C戦系ガスを含んでいる湖成

麟の化石水的地層71くに対Lて（〕勤の供給も凌）ったと護餐定

される，、後妻鷺（L韓戟NO3）のように，田中灘崇では火髪黛

活動によって毒○議とと郵に．N濤も若干供給されている

ようであるから，馬場温泉でも篤の供給が少しはあウ

たと考えるべきであるが，第烈灘上では（鷲》諾増那1こ較

べて暁増加は判然としない．

　㈲　大諏1偶Oc，N轍幻のガス井では，典型的な灘沼成

の水溶性ガス鉱床の性格が読みとれる。ガス水篤か1ぎ

えても，この地区は高ポテン シヤノレであ9てき鳴子地域

）＜賑喪系水溶性ガス層の基本型としてこび）資料が利鱒弓

で器よう。その特徴は，水に磁雛が多く，£撫は少な

く，ガスにはC儀が多いが，これは高ポテンシヤルの

水溶性ガス蕊して理解できる．この．層へは火成溝鯉．1がお

よばないので，蘇灘罵○．○○○％であるがジその燃とはNぎ

Aぎ照3窯という1数樋1め演らもζ予簿1さ承しるところでき鄭る。

　樹　舞三1申激泉（第繋表の熱慕N碍および第蕊表）で

は磐火／戎溺動による（ズ）諜撃鷺レの秒輪給が明らかで，ある蔭

N驚擁rが§5であるので蚤篤の供給も考えられ男蕪一鷲

馨・○餌％の数値もこのごとから理解される。有機物の熱

分解などに』よ　　ぐ，ζ葦講㌔や蘇慧もできる階醒爵麟生が大き

い。火1戊活動で供給さ才Lる溝1ガスの質は鈴第2図から推

定すると縁繕参照鶏儀瞬§鍬，，N譲≒至ξ瓶，と考えられる。

ただし，篤は有機物の分解でで謝でき斎し，煮〕麟露は地下

における化学厩応厭響減少することも蕎え．られるので3火

成源ガスが篤．＞緯、，，，（’102＜蟹／（，脇なるごとは鯵えに

くい。　供緯される火1戎源ガス1こN黛が少な1いのでタR難

も裏た麟・1対的に少ノ3漁・ものと、懲われる。

　以ま二に述べたところ寮ゴ纒絹醤すると，≧塁墾毯城、では，主と

し、て鳴子訂物．賛平湖成層申蓑二ある水溶性のξ凝藁系天然

ガ．置鎌灘末に対して，火1戎瀬霧損胤よ茅（二凝隔，（灘㎜きN黎箆置優響事

雛震，《識奮転，q煮㌔などの供給があ樽ものと角奪釈される。

　｝琵は，繊申激泉で唱握議瓢範蔭ζ凝、に対して，○，○艦％にすぎ

ないので，水溶握1ガス麟の影響の少ない所，すなわちよ

勇深い所，あるいは花闘轡に逝1い顛の方（嶋野駅方藤）

で，検討する必要があろう．

　メタン系のガス屡の広が蟄を判定する1こは，資料が不

足であ！），鉱床の規模も不明である療㍉灘泉とガス麟間

には騰接な関係が儀るのでさガ愚だけを単独頓採／l翼する

には大きな問題があろう、

馨．結　　蓄

　鳴子付近の温泉の地灘1ミ化学的一瀬を，ヲミ然ガス鉱床の

立場から論議もた．天然ガス中の蕪轄含｛黛はき蓬めて

少ないが，このたびの概査によっ突地球化学および鉱床

単の慧からは多くの興味ある諏が明夢藷か轍な）て・今後

の蚕訟資源の調査・研究に役立つところが多い・

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和灘年刀馨稿）
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